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『目覚め』における

エドナの不在の母をめぐって

�海��草原��音楽�を手がかりに

利根川 真 紀

序

KateChopin（1850�1904）のTheAwakening（1899）は，それ以前のア

メリカ文学に見られなかった新たなタイプの女性を誕生させたが，その描き方

も独特であり，伝統的な直線的物語展開を拒んでいる。全体は，数字が付され

ただけの，長さが不�いな39の章から構成され，・therepetitionofkeymo-

tifsandimages:music,thesea,shadows,swimming,eating,sleeping,gam-

bling,thelovers,birth・が各章をつなぎとめている（Showalter72）。こう

したモチーフとイメージの反復によって次第に気がかりになっていくのは，主

人公である28歳のEdnaPontellierの人生における奇妙な沈黙，あるいは空

白の存在 すなわちエドナの母親の不思議な存在のしかただ。

結婚6年目で2人の息子を持つエドナ・ポンテリエは専業主婦であることに

閉塞感を感じ，またみずからの父親や姉Margaretや妹Janetに対しては，現

時点でも子供時代においても疎外感をいだいている。不思議と不在なのがエド

ナの母親であり，彼女は亡くなっていることが何度も言及されるのみであり

（Awakening7,19,73），ただし一度だけエドナがこの亡き母の遺産を得てい

ることも語られている ・・Ihavealittlemoneyofmyownfrom my

mother・sestate,whichmyfathersendsmebydriblets.・・（81）。とはいえ，

母についての記述はこれ以上になく，まるでエドナには母についての具体的な

記憶がないかのようだ。しかし，読者がこの作品を理解しようとする時，母の

存在が重要であることは，反復されるモチーフからこの母親の痕跡が陰画のよ
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うに浮かび上がることによって示唆されるように思われる。本論では，作中で

反復されるモチーフのうち，特に �海�と �草原�，そして �音楽�を手がか

りにすることによって，作者ショパンがエドナの母を不在に設定した理由と，

エドナが�り着いた自己認識に近づいてみたい。

1．ケンタッキー時代の夏の草原

まずは，反復される �海�と �草原�のモチーフに着目することによって，

エドナが何から逃げているのか，何を求めているのかを検討してみよう。作品

前半部で描かれる夏の間，エドナは子供たちとともに避暑地グランド島にある

MadameLebrunが経営する貸別荘で過ごしており，ニューオーリンズで働

く夫は週末だけ島に通ってくる。SandraGilbertを引用しつつ Elaine

Showalterが指摘しているように，父権制文化の外側にある ・anoasisof

women・sculture,ora・femalecolony・・（Showalter73）というこの極めて

シンボリックな空間において，エドナは解放的なカトリックのクレオールたち

と触れ合い，これまでとは異なる文化圏にみずからを置くことになる。そのう

ちに彼女は，目の前に広がる大海原を泳ぐ感覚が，少女時代にケンタッキーの

草原を掻き分けて歩いた感覚と類似していることに気づく。

・...Thehotwindbeatinginmyfacemademethink―withoutany

connectionthatIcantrace― ofasummerdayinKentucky,ofa

meadowthatseemedasbigastheoceantotheverylittlegirlwalking

throughthegrass,whichwashigherthanherwaist.Shethrewout

herarmsasifswimmingwhenshewalked,beatingthetallgrassas

onestrikesoutinthewater.Oh,Iseetheconnectionnow!・（Awaken-

ing19）

ここで興味深いのは，草原や海が単に視覚的な広がりとしてではなく，身体に

触れるものとして捉えられていることである。記憶を探っていくうちに，彼女

が逃げていたのは，キリスト教長老派教会の日曜礼拝での父親の陰鬱な声から

だったことを初めて意識化する ・・LikelyasnotitwasSunday...andI

wasrunningawayfromprayers,fromthePresbyterianservice,readina
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spiritofgloombymyfatherthatchillsmeyettothinkof.・・（19）。

さらに，子供時代にとどまらず，現在でもこの父親がエドナにとって父権制

家族制度を体現していることは，秋になり避暑地からニューオーリンズに戻っ

たエドナたちを，彼がミシシッピのプランテーションから訪問する場面を通し

て詳細に示されている。第23・24章において彼がポンテリエ夫妻の屋敷に数

日間滞在する理由は，末娘ジャネットへの ・hisbridalgifts・（73）と結婚式

に参列するための ・hisweddinggarments・（73）を購入するために都会に出

てきたからだった。エドナとは不仲の妹ジャネットの結婚は，作品のさりげな

いモチーフのひとつとして機能しており，早くも第2章においてエドナのもと

に挙式の知らせが届き（7），第3章では妹の結婚を楽しみにしていたように

見えたエドナだが（10），第22章の時点では彼女は制度としての結婚に対して

認識を大きく変化させており，夫に面と向かって ・aweddingisoneofthe

mostlamentablespectaclesonearth・（68）と告げて，妹の式への出席を頑

なに拒む。エドナの決心を聞いた父は，妹や姉も納得しないだろうと述べて説

得しようとするが，彼女には馬耳東風である（73）。

父は ・HehadbeenacolonelintheConfederatearmy,andstillmain-

tained,withthetitle,themilitarybearingwhichhadalwaysaccompanied

it.・（70）と描写され，ニューオーリンズ訪問時には一貫して地の文において

も ・Colonel・と呼ばれており，軍人気質であることも強調されている。容易

に推測できるように，彼は義理の息子L�eoncePontellierに妻の操縦法につい

て教え諭す。妹の結婚式に出席しようとしない妻を容認していることを非難す

るのだ。

・Authority,coercionarewhatisneeded.Putyourfootdowngood

andhard;theonlywaytomanageawife.Takemywordforit.・

TheColonelwasperhapsunawarethathehadcoercedhisown

wifeintohergrave.Mr.Pontellierhadavaguesuspicionofitwhich

hethoughtitneedlesstomentionatthatlateday.（73;下線付加）

亭主関白のエドナの夫でさえ，エドナの母の死が大佐の冷酷な扱いによっても

たらされた可能性について考えているところを見ると，よほど威圧的だったの

だろう。
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ここで再度過去に�って，エドナの母が亡くなった時期について考えてみた

い。エドナたち姉妹と父がケンタッキーからミシシッピのプランテーションに

引っ越したのは，エドナが13歳になる頃だった（20）。エドナの淡い初恋の片

思いの相手は，父のところに会いに来た騎兵隊の将校だったが，それはケンタッ

キー時代のことであり，・Ataveryearlyage―perhapsitwaswhenshe

traversedtheoceanofwavinggrass・（20）の時のことだったと語られてい

る。また母の死後は，姉がかなり小さい頃から無理をしてエドナの母親代わり

を務めてきたことがわかる ・Heroldersister,Margaret,wasmatronly

anddignified,probablyfromhavingassumedmatronlyandhouse-wifely

responsibilitiestooearlyinlife,theirmotherhavingdiedwhentheywere

quiteyoung.・（19）。以上の情報を総合すると，エドナの母が3人の幼い娘た

ちを残して死んだのは，彼らがケンタッキーに住んでいた時期であり，エドナ

がちょうど教会や父親から逃げ出して，草原を泳ぐように掻き分けていた頃，

あるいはそれ以前だったように思われる。エドナは最高でも12歳であり，初

恋の体験から判断すれば最低7・8歳だったかもしれない。

ケンタッキー時代のエドナの状況を理解するために，教会と草原を軸に人間

関係を整理してみる。姉マーガレットは父と似た人物と語られており，父同様

に根っからのプロテスタントの長老派信者であり（68），やがてエドナがカト

リック教徒であるレオンスと結婚することに対しては2人して猛反対すること

になる（21）。また先ほど指摘したように，妹ジャネットの結婚式にエドナが

列席しないと知れば，マーガレットも父同様にエドナを許さないだろうと語ら

れている（73）。父と姉と妹の3人が，教会や制度としての父権制家族を支持

する側にいるとすると（1），それを拒みつつあるエドナと，父によって死に追い

やられたエドナの母との結びつきは，潜在的に看過しえないものとなりうる。

草原を駆けることによって父親的なものから逃げ出したエドナは，本人の自覚

のないまま，死にいたる母の労苦に同情し，母との共感を深めていた可能性が

ある。

別の言い方をすれば，作者は読者に，�草原� ひいては �海� が母の

空間でもあることを理解させようとしているのではないだろうか。というのも，

先に指摘した第7章の場面，エドナがグランド島で海を眺めながら，幼い日の

ケンタッキーの草原との類似を初めて意識するのは，奇しくもエドナが

MadameRatignolleと2人きりで浜辺に座っていた時のことだからである。
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第4子を妊娠中であり，・amother-woman・（11）の典型と語られるラティニョー

ル夫人とともにいたからこそ，エドナは少女時代を思い出したのではないかと

指摘する批評家もいる（Ross55�56）。また，海は古来母親的なものの象徴と

されており，実際この作品においても，真夜中にひとり眠れずにいるエドナに

海が ・amournfullullaby・（Awakening9）のように囁きかけており，それ

はあたかも子育ての不備を夫から責められて泣くエドナを見守り，慰めている

かのようだ。

とはいえ，作者ショパンは，実際にはエドナが母親を思い出すことを禁じて

いる。その理由は，それだけエドナが主婦業・母親業と自分らしさの追求を両

立させるにあたってロールモデルを欠いており，その自己探求の道筋が徹底的

に孤独なものだったからだろう。母親の痕跡を微かにとどめる �草原��海�

で，エドナはこの夏，母がなしえなかった変容を遂げていくことになるが，そ

の時に彼女に大きな力を与えてくれたのは，�音楽�である。ではなぜ �音楽�

でなければならないのか，当時の時代背景も補いつつ考察してみる。

2．ライス嬢が演奏するフレデリック・ショパン

この作品には，様々な音楽が用いられているが，ジェンダーとの関わりから

それらは二種類に大別できる。エロルド作のコミック・オペラZampa（1831）

やズッペ作のオペレッタThePoetandthePeasant（1848）は，19世紀中期

に人気があったエンターテインメント色の強い作品として知られており

（Ruotolo55,149），作中では14歳の双子の少女がピアノの連弾曲として練習

しており，貸別荘のパーティーでも披露する（Awakening4,7,26）。このパー

ティーでは，ラティニョール夫人もみんなが踊れるようにワルツを弾き，また

彼女が常日頃からピアノ曲を練習するのは，もっぱら3人の我が子のためであ

り，家庭を明るく魅力的な場にするためだと言う（26�27）。結婚適齢期の

MissHighcampも自宅での夕食会の際にグリーグのピアノ曲を弾いてきかせ

る（77）。こうした ・parlourtradition・は社交上のたしなみの一環であり

（Dawson91�92），19世紀においてピアノが，女性の領域のシンボルであった

中流階級の居間を飾る定番アイテムとなったこと，女性が演奏するのにふさわ

しい楽器と考えられていたことに由来すると説明されている（Pflueger469;

Davis90�91）。
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このような音楽とのかかわりが描かれる一方で，この作品には，エドナを変

化に導いていく音楽としてフレデリック・ショパン（1810�49）の曲を演奏す

る年配のMademoiselleReiszが登場する。彼女もまた女性ではあるものの，

ピアノを教えて生計を立てており（Awakening96），本格的なピアニストと

いう設定になっている。独身であり，エキセントリックで人付き合いの悪いラ

イス嬢の演奏は，日常生活や家族との団欒や娯楽とは無縁の，それらを超越し

た世界の存在をエドナのような聞き手に垣間見せる。

ライス嬢の人物造形には，19世紀当時プロとして活躍していた女性ピアニ

ストの数が少なかったこと，また成功しているピアニストはどこか男性的だと

みなされていたという時代背景が反映している（Davis90）。また，Doris

Davisによれば，フレデリック・ショパンの曲のなかでも，ライス嬢が貸別荘

のパーティーで弾いた最後の「前奏曲 ・Prelude・（op.28）」（1839）や，エド

ナひとりを前にやがて演奏する「幻想即興曲 ・Fantaisie-Impromptu・（op.

posth.66）」（1855）は，いずれも見事に弾きこなすことが技巧的に困難な曲

であり，女性ピアニストが演奏すべき曲とはみなされておらず，これらの選曲

からもライス嬢が当時の女性らしさの規範から逸脱していたことが示されてい

る（Davis96�97）
（2）。

音楽・女性ピアニスト・結婚というテーマに，実はケイト・ショパンは作家

活動の初めから取り組んでいた。しばしば指摘されているように，彼女が最初

期に出版した短編のひとつ ・WiserthanaGod・（1889）（3）は，女性主人公が，

愛する人との結婚かプロのピアニストとしての道かの選択を迫られる物語であ

る。しかもこの作品においては，『目覚め』とは異なり，母の娘への想いが直

接語られている。

結婚適齢期の娘Paulaに，病気の母がピアノを弾いてほしいと頼むが，そ

の曲もフレデリック・ショパンの「子守歌 ・Berceuse・（op.57）」（1845）で

ある（・Wiser・661）。プロのピアニストだった亡き父とともに，母の願いは娘

が本格的なピアニストとして生計を立てていくことだという。娘の演奏する音

楽が聴き手の心を揺さぶり，日常生活を超越させる力を持つことは，音楽を聴

いた時の母の反応によって示されている。

Mrs.VonStoltzleanedherheadbackamongstthecushions,and

witheyesclosed,drankinthewonderfulstrainsthatcamelikean
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etherealvoiceoutofthepast,lullingherspiritintothequietofsweet

memories.

Whenthelastsoftnoteshadmeltedintosilence,Paulaap-

proachedhermotherandlookingintothepalefacesawthattears

stoodbeneaththeclosedeyelids.・Ah!mamma,Ihavemadeyou

unhappy,・shecried,indistress.

・No,mychild;youhavegivenmeajoythatyoudon・tdreamof.

Ihavenomorepain.YourmusichasdoneformewhatFaranelli・s

singingdidforpoorKingPhilipofSpain;ithascuredme.・（661�62）

母が娘のピアノ演奏によって，一時的にではあれ苦しい病気の日常を忘れて癒

されたことが，イタリアのオペラ歌手ファリネリ（1705�82）のエピソードを

引き合いにだして語られている（4）。作品の最後で，娘はライプツィヒを拠点に

活躍するようになっており，有名なピアニストとして長期のコンサートツアー

を終えてくつろいでいる姿が描かれる。その姿は，・amadwoman・（668）

と恋人から責められつつも悩んだ末に求婚を断ったからこそ手にいれることが

できた彼女のキャリアを照らし出しており，あたかも本格的な音楽とは女性を

制度としての結婚を超えたところに連れていくものであることを告げるかのよ

うだ。JohnW.Crowleyは，ピアニストだった父親由来の男性的強さを秘め

たこの独身女性が，『目覚め』のライス嬢の前身ともいえることを指摘してい

る（Crowley104�05）。

それでは『目覚め』において，音楽がどのように女性を変えていくかを確認

していこう。よく知られているように，エドナはルブラン夫人が主催する貸別

荘でのパーティーで，ライス嬢のピアノ演奏を聴くことによって，生まれて初

めて身体が音楽に反応する体験をする。他の人の演奏を聴くと日常的で具体的

な情景が目に浮かんでいたエドナは，この時初めて自分の魂のなかに「情熱そ

のもの」が沸き上がるのを経験するのである ・theverypassionsthem-

selveswerearousedwithinhersoul,swayingit,lashingit,asthewaves

dailybeatuponhersplendidbody・（Awakening28;下線付加）。ここでラ

イス嬢が選んで演奏したのは，演奏後の人々の感想から判断すると，フレデリッ

ク・ショパンの「前奏曲」であり，とくに最後の24番が素晴らしかったこと

がわかる（29）。この「前奏曲第24番」が「波」のように打ち寄せる様子につ
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いて，上記の引用でも示されているが，ケイト・ショパンと同時代に活躍した

アメリカの音楽評論家JamesHunekerもまたこの曲を「波」のようだと表現

していたことをNicoleCamastraは紹介している ・・likethevastrever-

berationofmonstrouswavesontheimplacablecoastofaremoteworld・・

（Camastra159�60）
（5）。「短調の暗さを滲ませる重々しい執拗なバスのリズム

が全体を貫く」（小坂116）この曲は，確かに，力強く人を内側から揺り動か

し，奮い立たせるように響く。

�海�を連想させるフレデリック・ショパンの音楽に導かれるようにして，

この夜エドナは，パーティーの参加者たちと海辺に降りていき，初めて恐怖感

に打ち勝ち，誰かの支えなしにひとりで海に身を任せて泳ぐことができるよう

になる（Awakening30）。海から上がったエドナは，RobertLebrunととも

にいて生まれて初めて ・thefirst-feltthrobbingsofdesire・（33）を感じる。

つまり，この一連の流れが示しているのは，音楽に刺激されて海に身をゆだね

て一体となることで，泳ぐことができるようになり，自分の身体を意識し，そ

の力をコントロールすることによって，欲望する主体となることができたとい

うことである。

エドナのためにライス嬢が2回目にピアノを弾くのは，秋になり避暑地から

ニューオーリンズの都会に戻ってきてからのことである。メキシコに行ってし

まったロバートが手紙で，自分が一番好きな「幻想即興曲」をエドナのために

弾いてあげてほしいと，ライス嬢に頼んでくる。形容詞を畳みかけるこの曲の

描写からは，やはり �海�のリズムが伝わる ・Themusicgrewstrange

andfantastic―turbulent,insistent,plaintiveandsoftwithentreaty.・

（66）。この音楽が流れるなか，ロバートがライス嬢に宛てた手紙を読むエドナ

は，夏にグランド島で ・strangenewvoices・が自分のなかで目覚めて涙を流

した時のように泣く（66）。言語化される以前の反応が，音楽によって身体的

に誘発されていることがわかる。

ただし，ロバートのこの選曲については，彼の ・pedestriantaste・，・banal-

ity・，・mediocrity・を示唆しているとみる研究者もいる（Crowley108）。エ

ドナが自分の妻になることを望むロバートに対して，彼女はやがて ・Iamno

longeroneofMr.Pontellier・spossessionstodisposeofornot.Igivemy-

selfwhereIchoose.Ifheweretosay,・HereRobert,takeherandbehappy;

sheisyours,・Ishouldlaughatyouboth.・（Awakening109）と言い放ち，
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制度としての家族を否定してみせ，父権制的思考から離れられないロバートを

狼狽させることになる。このようなエドナの強さを育んだものとして注目して

みたいのが，ライス嬢がこの場面でショパンの「幻想即興曲」に挟み込むかた

ちで演奏したリヒャルト・ワーグナー（1813�83）の曲である。

3．ライス嬢が演奏するワーグナーの『トリスタンとイゾルデ』

ライス嬢はロバートの希望に従ってフレデリック・ショパンの曲を弾きなが

らも，彼女自身の独断的判断でその途中に，リヒャルト・ワーグナーのオペラ

『トリスタンとイゾルデ』（1859）のなかで最も有名な「愛の死 ・Liebestod・」（6）

を織り込んでいる。

EdnadidnotknowwhentheImpromptubeganorended.Shesatin

thesofacornerreadingRobert・sletterbythefadinglight.Mademoi-

sellehadglidedfrom theChopinintothequiveringlove-notesof

Isolde・ssong,andbackagaintotheImpromptuwithitssoulfuland

poignantlonging.（Awakening66;下線付加）

ライス嬢によるこの演奏は，ロバートとの愛を応援するためではなく，エドナ

を彼女の内面へと導くためだと考えられる（7）。CristinaL.Ruotoloは，音楽

評論家BryanMageeの説を紹介しながら，ワーグナーの音楽の効果とは，実

際の恋人という枷なしに「恋をすること」だと述べ，エドナはこの場面でワー

グナーの演奏を聴くことによって，・thepossibilityofemotionalintensity

outsidetheconstraintsofhumanrelationships・を体験する機会を与えら

れていると論じている（Ruotolo61）（8）。それゆえエドナがここで，初めてラ

イス嬢のピアノ演奏を聴いた時と同様，自分の身体性の発見へと導かれ，欲望

する主体としてさらに目覚めていくと言ってもいいだろう。

他のトリスタン伝説と比較した場合に，ワーグナーの『トリスタンとイゾル

デ』は，2人の恋愛を軸にして3つの幕が極力無駄を排して緊密に構成されて

おり，多くのエピソードが省略されているのが特徴的である（石川175�77,

222）。第1幕において，2人が「死の毒薬」と思い込んで「愛の媚薬」を飲み

干した設定により，彼らの愛が死と混然一体であることが強調されている。男
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女の描かれ方にも特徴があり，LawrenceKramerが指摘しているように，ジェ

ンダー役割の逆転もみられる（Kramer165）（9）。第1幕から際立つのが，王の

忠実な臣下でありつづけるトリスタンを，愛ゆえに責めたてる強い女性イゾル

デの姿である。王の妻となるイゾルデに恋をしているものの，叔父でもある王

への忠誠を反故にすることもできずに悩むトリスタンという三角関係は，『目

覚め』におけるポンテリエ氏の妻エドナに恋をしているものの，ポンテリエ氏

への忠誠からエドナとの恋愛を成就することのできないロバートという三角関

係と相似形をなしている。ライス嬢のピアノ演奏によって欲望を含む身体性に

目覚めたエドナは，メキシコから帰国したロバートとの恋愛においてもやがて，

・unwomanly・（Awakening107）と思われようが気にせずに主導権を取るこ

とになる。

Sheleanedoverandkissedhim―asoft,cool,delicatekiss,whosevo-

luptuousstingpenetratedhiswholebeing―thenshemovedaway

from him.Hefollowed,andtookherinhisarms,justholdingher

closetohim.Sheputherhanduptohisfaceandpressedhischeek

againstherown.（108）

いつまでもためらうロバートに対して，エドナのほうから大胆に行動を起こし

ていることがわかる。

エドナがこうした身体性，積極的な行動に導かれるにあたって，ここでもや

はり �海�のイメージが重要だったことが，オペラの歌詞と楽曲の両面におい

て示唆されている。ワーグナーのオペラの最後の場面で，再会を夢見ていた恋

人トリスタンの死体を前にしてイゾルデは「愛の死」のアリアを歌いあげ，歌

い終えるとみずからもその場に崩れ落ちて死ぬ。恋人との間の果たされなかっ

た想いは，寄せては返す波として語られていくなかで，トリスタン個人を超え

て，やがて「欲望そのもの」として昇華されていく（10）。

響きの輝きを増しながら，／私をめぐり包む，／それは，さざなみとなっ

て寄せる／そよ風でしょうか？／大浪となって打ち寄せる／歓喜の香気で

しょうか？／そのさざなみが，大浪が高まっては／私を包んでざわめくさ

ま，／私はそれを呼吸し，／それに耳を澄まし，／それをすすり，／そこ
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へ身を沈めたらよいのでしょうか？／香気のなかへ甘く／息を吐き切った

らよいのでしょうか？／この高まる大浪のなか，／鳴りわたる響きのなか，

／世界の呼吸の／吹き渡る宇宙のなかに ／�れ，／沈み ／我を忘

れる ／こよない悦び！ （ワーグナー154�55;下線付加）

さらに，この歌詞自体が，寄せては返す波のような音楽にのせて歌われる。ラ

イス嬢がピアノ演奏したのが，この部分の音楽である（11）。以上，ライス嬢に

あえて ・thequiveringlove-notesofIsolde・ssong・（Awakening66）を弾か

せた作者の意図を，そのピアノ演奏がおのずと想起させるオペラ本体の物語内

容を補うことによって，本稿の枠組みのなかで�み取ってみた。

海はまた『トリスタンとイゾルデ』において，イメージとしてだけでなく舞

台としても重要な役割を果たしている。第1幕では，2人の乗る船はアイルラ

ンドからコーンウォールに向かって航行中であり，また最後の第3幕は，傷を

負ってブルターニュにいるトリスタンが，イゾルデの乗った船が到着するのを

海の見える城で待ちわびている場面で幕を開ける。ワーグナーのオペラの構造

をなぞるように，『目覚め』でもこのパターンが踏襲され，舞台として海が特

権化されている。グランド島で展開する第1章から第16章までは海が意識さ

れる描写が多く，中間のニューオーリンズでの都会生活を挟んで，最後の第

39章で舞台は再度グランド島に移動する。次節では，この最後の海の場面に

焦点をあて，エドナが波のような音楽によって変化を遂げて�り着いた地点を

見届けておくことにしよう。

4．海の感触

作中でエドナは何度も海に泳ぎに行くが，彼女が実際に海に入っていく時の

感触が描かれるのは都合3か所のみであり，それはエドナが初めて泳ぐことが

できた月夜の晩を描く第10章と，夏の終わりにグランド島を去る間際の第16

章と，作品最後の第39章である。第16章では，エドナの水着姿をライス嬢が

褒めることにより，水着が伏線として浮上しており，また夏の海水浴シーズン

の終わりに際して水の冷たさが言及され（51），最終章への橋渡しとなってい

る。第39章では，2月か3月のシーズンオフの海辺には人影はなく，海に入っ

ていくのはエドナひとりだけだ。そしてこの時は，いったんは水着に着替える

『目覚め』におけるエドナの不在の母をめぐって 41



ものの，いざ水際に立つとエドナはこの水着を ・theunpleasant,pricking

garments・（116）と感じ，思い切りよく脱ぎ捨ててしまい，生まれて初めて

明るい太陽のもと裸になって得も言われぬ解放感を味わう（12）。当時の水着が

体の多くの部分を覆うものであったことを考える時，この感覚の変化は大きかっ

たことがわかる。

最終章の第39章では，第6章でなされた海の描写が逐語的に反復され，欲

望する主体としてのエドナの目覚めの軌跡が想起されるしくみになっている。

時折指摘されているように，sの音による頭韻と-ing形の連続により，波の

音と動きがひときわ鮮やかに伝わる（13）。

Thevoiceoftheseaisseductive;neverceasing,whispering,clam-

oring,murmuring,invitingthesoultowanderforaspellinabyssesof

solitude;toloseitselfinmazesofinwardcontemplation.

Thevoiceoftheseaspeakstothesoul.Thetouchoftheseais

sensuous,enfoldingthebodyinitssoft,closeembrace.（16;下線付加）

最終章においては，上記の引用のうち下線部のみが反復されつつ（116），さら

に ・Thetouchofthesea・で始まる文の前に，裸になったことにより素肌に

直接感じる海の波の感触が追加され，その官能性が際立つ。エドナがライス嬢

のピアノ演奏によって，みずからの身体性に目覚め，ひとりで行動するように

なったからこそ到ることのできた境地だといえる。

Thefoamywaveletscurleduptoherwhitefeet,andcoiledlikeser-

pentsaboutherankles.Shewalkedout.Thewaterwaschill,butshe

walkedon.Thewaterwasdeep,butsheliftedherwhitebodyand

reachedoutwithalong,sweepingstroke.Thetouchoftheseaissen-

suous,enfoldingthebodyinitssoft,closeembrace.（116）

ここには身体性の肯定がある。だが，水の冷たさや深さの言及は，女性の身

体性のなかには妊娠や出産の問題が抜き差しならないものとしてあることを示

唆してもいるだろう。というのも，この前夜にエドナはラティニョール夫人の

出産の場に呼ばれ，立ち会っているからだ。麻酔の使用によりみずからの2度
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の出産についてほとんど記憶がなかったエドナだが，・thescene［of］torture・

（111）と記述されている麻酔なしのラティニョール夫人の出産の苦しみを目撃

して衝撃を受け，女性の身体性そのものへの反発を覚えた。結局は，父権制家

族制度の問題が噴出する地点に，子供の存在があるとエドナは確信することに

なる。そういえば彼女が海に実際に入っていく第16章でも第39章でも，子供

たちに自分自身を明け渡しはしないと彼女は強く誓っている 第16章では，

・Iwouldgiveuptheunessential;Iwouldgivemymoney,Iwouldgivemy

lifeformychildren;butIwouldn・tgivemyself.・（49）と発言しており，

そして第 39章では，・Sheunderstoodnow clearlywhatshehadmeant

longagowhenshesaidtoAd�eleRatignollethatshewouldgiveupthe

unessential,butshewouldneversacrificeherselfforchildren.・（115）と

描写されている。したがってエドナはさながら，子供たちから自分の自律性を

守るように海に入っていくかのようでもある。

小説の最後で，泳ぎ続けるエドナの脳裏に浮かぶのが，再度，彼女が子供時

代にケンタッキーの草原を逃げている光景であることを，作者ショパンは告げ

ている。

Shelookedintothedistance,andtheoldterrorflamedupforanin-

stant,thensankagain.Ednaheardherfather・svoiceandhersister

Margaret・s.Sheheardthebarkingofanolddogthatwaschainedto

thesycamoretree.Thespursofthecavalryofficerclangedashe

walkedacrosstheporch.Therewasthehumofbees,andthemusky

odorofpinksfilledtheair.（116）

しばしば幸せだった子供時代への退行と解釈される場面だが（14），本稿第1節

においてすでに確認したように，父と姉は彼女を束縛したネガティヴな存在で

あり，また鎖につながれて吠えている犬も彼らを連想させる。この犬は，エド

ナが自力で泳ぐことができた翌日に，夫を後に残してシェニエール・カミナダ

島にロバートと向かいながら，自分が ・chains・から解放されたように感じた

ことも思い出させただろう（36）。父のもとから逃げ出して草原を掻き分けて

いたエドナと，水着とともに社会のしがらみをすべて脱ぎ捨てて大海原を泳い

でいくエドナとの連続性を，あらためて強調して作品が終わる。
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エドナの父は彼女に「子として」「姉妹愛をもって」「女性らしく」生きるこ

とを強要した（73）。そのような父権制社会が想定する家族の枠の外側で生き

ようとする時，「母」とはどのような存在でありうるのか。小説の最後の場面

になっても，エドナの母の姿はないままであり，エドナ自身も母のことを思い

出してもいない。それでもなお，性を含む身体性を引き受けて父権制社会の外

側で生きようとするエドナに，亡き母が感じただろう苦悩や�藤をも重ね合わ

せようとしている作者ショパンの姿が，読者にはぼんやり見えるのではないだ

ろうか。欲望する主体として生きることと母として生きることとの間には，橋

渡ししえない乖離が存在しているからこそ，�音楽�を効果的に使い，�海�と

�草原�とを全編を通して連動させることによって，エドナの母の痕跡がかろ

うじて幻視される構成になっているのだろう。

そしてその不在の母の痕跡は，作品の最後の言葉「ナデシコの麝香の香り」

のように漂うことになると言っては，言い過ぎになるだろうか。この作品では，

芳香のある具体的な植物の名前は，ほとんど常に女性登場人物を特定するため

に使用されている。ラティニョール夫人の家ではいくつもの花瓶に活けた大輪

の「バラ ・rose・」が香り（57），ライス嬢の家の窓辺には鉢植えが並び，「ニ

オイテンジクアオイ ・rosegeranium・」の葉を擦ると匂いがする（98,99）。

ハイキャンプ嬢も自宅の「ゼラニウム・geranium・」の葉の匂いをかぐし（76），

MadameAntoineの家のベッドは「ローレル ・laurel・」の香りがする（39）。

取り壊し前のエドナの家では，庭の格子垣に「ジャスミン ・jessamine・」の強

い芳香が漂い（55,90），誕生パーティーの晩には部屋に満開の「バラ ・rose・」

も香る（88）。その意味で，作品の最後の言葉「ナデシコの麝香の香り ・the

muskyodorofpinks・」（116）は，もし母親を想起させるためでないのなら，

シニフィエを欠いて漂うことになるのだが……。

（1） エドナは子供時代だけでなく，この夏グランド島からシェニエール・カミナダ

島にあるカトリック教会に行った際にも，ミサの途中で ・Afeelingofoppres-

sionanddrowsiness・に襲われて，途中で教会から逃げ出している（Awaken-

ing37）。GarnetAyersBatinovichは，この小説のなかで教会が結婚や女性に

関して父権制的な存在としてあることに着目し，作者ショパンがカトリック教会

を離れてから書かれたこの小説が ・antireligiousawakening・（Batinovich88,

89）となっていると指摘している。彼女はエドナの父を長老派教会の牧師と解釈
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している（84）。

（2） 作中で・ImpromptuofChopin・（Awakening65）とのみ示される即興曲が，4

つあるショパンの即興曲のなかの4番目の「幻想即興曲 ・Fantaisie-Impromp-

tuinC-sharpminor・」であることについては，Camastra157，Crowley107

を参照。これは死後出版の作品であり，「幻想」という言葉は作者の幼馴染によ

り追加された（Camastra157）。「前奏曲」については，「24の前奏曲」の最後

のニ短調「前奏曲第24番」ではないかと指摘されている（Camastra159�60）。

ショパンの「前奏曲」「幻想即興曲」については，小坂105�16，227�28も参照。

（3） 執筆は1889年6月，雑誌PhiladelphiaMusicalJournal 1889年12月号に

発表。この短編はしばしばショパンの一番初めに出版された短編として論じられ

るものの，活字になったのは短編 ・APointatIssue!・（執筆は1889年8月だが，

雑誌への発表は10月）のほうが早いため，・WiserthanaGod・は一番初めに

出版された短編とは厳密には言えない。だがその一方で，執筆時期を重視すると，

一番初めに執筆された作品は1869年の ・Emancipation.ALifeFable・（生前

未発表）であるため，・WiserthanaGod・を最初に執筆した短編とも厳密に

は言うことができない。各作品の執筆・出版時期については，Tothand

Seyersted155,156;Gilbert,・Chronology・1045�46,1048;Gilbert,・Noteonthe

Texts・1055�56を参照。

（4） ・WiserthanaGod・の Gilbert,・Notes・1066によると，正しい綴りは

Farinelliであり，イタリアのオペラ歌手（1705�82）。

（5） Hunekerの発言は，彼の著作Chopin:TheManandHisMusicからだが，こ

の著作の初版出版は1900年であり，『目覚め』出版の翌年である。ハネカーによ

るフレデリック・ショパンについての数々の論文およびこの本は，20世紀初頭

にショパンの音楽がアメリカで受容されるにあたって大きく貢献した（Crowley

115）。

（6）『トリスタンとイゾルデ』の最後で歌われる「愛の死 ・Liebestod・」として知ら

れている場面は，正しくは「イゾルデの変容 ・Isolde・sTransfiguration・」だと

いう指摘もあるが（Kramer147），本稿ではテクストとして使用しているノート

ン版の注 ・Liebestod（・Love-death・）・（Awakening66）に基づき，「愛の死」の

名称を使用する。このオペラは1859年に完成し，1865年に初演されたが，アメ

リカ初演は1886年12月1日ニューヨークにおいてだった（Horowitz107）。

（7） ワーグナーのこの曲が演奏される理由については，トリスタンとイゾルデの愛

を病的なものと捉えて，エドナとロバートの恋愛に対するライス嬢の危惧が表現

されているとする解釈（Thornton54�55）や，作者がエドナを否定するためと

する解釈（Griffith150�53）もある。

（8） ルオトーロはMageeのAspectsofWagner（1969）に依拠している。JaneF.

Thrailkillもこの小説におけるこの曲の利用を論じる場面でMageeを引用して

いるが，こちらは ThePhilosophyofSchopenhauer（1983）に依拠している

（Thrailkill196）。

（9） ・Tristan,themostpassiveandmasochisticofheroes,occupiesatradition-

allyfeminineposition.Constantlywounded,heoughttoembodymale
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anxietiesaboutcastration,dependency,andimpotence;insteadheassumes

thetraditionalfemininepowertoattract,toentrance,theother.Isoldeisthe

moreactive,themoretraditionally・masculine・ofthelovers.・（Kramer165）

（10） オペラのこの最後の場面は，「地上では決して満たされることのなかった2人

の愛は，ここに永遠に成就する」（大角 496）とみる見方が一般的だが，三宅幸

夫の以下の指摘は本稿との関連で興味深い 「このイゾルデの独り舞台は，�ト

リスタン�［『トリスタンとイゾルデ』］の物語を彼女一人の「自己実現」のプロ

セスとして捉えることを可能としている」（三宅31）。

（11） デイヴィスは，ライス嬢が演奏しているのは，フランツ・リストがピアノ用に

編曲した「愛の死」ではないかと指摘している（Davis96）。

（12） この小説では，服装を着替えたり，緩めたり，脱いだりする場面が多数描かれ，

繰り返されるモチーフのひとつになっている。例えば，瀧田佳子もこのモチーフ

に言及している（瀧田27,33）。

（13） 例えば，Thrailkill176,183�84;VonHeynitz58。

（14） 例えば，Justus112,120を参照。
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